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成
蹊
大
学
図
書
館
所
蔵

　
夢
野
久
作
書
簡

　
翻
刻

浜
　
　
田
　
　
雄
　
　
介 

日
本
文
学
専
攻
大
学
院
生
有
志

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
杉
山
泰
道
、
後
の
夢
野
久
作
が
、
異
母
妹
の
森
あ

や
）
1
（

及
び
そ
の
家
族
に
宛
て
た
手
紙
で
あ
る
。

　

明
治
大
正
昭
和
の
政
界
を
黒
幕
と
し
て
縦
横
に
駆
け
た
杉
山
茂
丸
に
は
、
夢

野
久
作
の
実
母
ホ
ト
リ
や
養
母
幾
茂
の
ほ
か
に
も
何
人
か
の
女
性
が
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
人
が
、
福
岡
県
築
上
郡
に
住
ん
で
い
た
森

ま
つ
で
あ
り
、
茂
丸
と
ま
つ
と
の
間
に
生
ま
れ
た
の
が
あ
や
で
あ
っ
た
。

　

明
治
二
十
九
年
十
月
に
生
ま
れ
た
あ
や
は
、
母
ま
つ
と
と
も
に
祖
父
森
武
八

の
家
で
育
つ
が
、
大
正
四
年
に
ま
つ
を
病
気
で
喪
う
。
そ
の
後
、
茂
丸
と
久
作

と
の
間
に
ど
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
あ
っ
た
か
詳
ら
か
で
な
い
が
、
約
一
年
後

に
今
回
紹
介
す
る
夢
野
久
作
書
簡
の
一
（
以
下
通
し
番
号
）
が
書
か
れ
、
久
作

と
あ
や
と
の
間
に
文
通
が
始
ま
る
。
あ
や
は
引
き
続
き
武
八
の
も
と
に
留
ま
っ

た
が
、
大
正
七
年
に
は
そ
の
武
八
を
も
喪
い
、
以
後
は
ま
つ
の
弟
に
あ
た
る
森

梅
松
の
庇
護
下
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。
一一の
長
い
手
紙
を
認
め
た
久
作
に

は
、
そ
の
よ
う
な
事
情
へ
の
推
察
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
や
が
て
あ
や
は
渡

辺
安
雄
と
結
婚
、
一
旦
は
渡
辺
姓
を
称
す
る
が
、
結
局
安
雄
が
森
家
の
養
子
と

な
っ
た
。
久
作
の
一
家
と
森
あ
や
の
一
家
は
、
以
後
も
家
族
ぐ
る
み
で
の
交
際

が
続
い
た
。
あ
や
の
長
男
で
あ
る
森
順
一
氏
は
、
夏
休
み
に
久
作
か
ら
英
語
を

教
わ
っ
た
と
い
）
2
（
う
。

　

平
成
二
十
三
年
、
成
蹊
大
学
は
森
家
所
蔵
の
「
夢
野
久
作
・
杉
山
茂
丸
関
係

書
簡
一
括
」
を
購
入
し
た
。
私
た
ち
は
翌
年
よ
り
書
簡
の
整
理
と
解
読
を
進
め

た
が
、
茂
丸
書
簡
の
多
く
に
書
簡
本
文
と
封
筒
と
の
日
付
上
の
矛
盾
が
見
つ
か

る
な
ど
、
全
体
像
の
見
通
し
は
容
易
に
つ
か
な
い
。

　

夢
野
久
作
書
簡
は
茂
丸
書
簡
に
比
べ
れ
ば
日
付
の
矛
盾
は
少
な
い
も
の
の
、

た
と
え
ば
二一の
書
簡
は
、
当
初
、
杉
山
茂
丸
署
名
、
森
武
八
宛
て
の
封
筒
に
入

れ
ら
れ
て
い
た
。
消
印
は
三
年
一
月
五
日
と
一
月
八
日
で
あ
る
。
武
八
宛
て
と

す
れ
ば
三
年
は
大
正
三
年
で
あ
り
、
ま
つ
も
存
命
で
あ
る
。
こ
の
年
に
久
作
か

ら
梅
松
宛
て
に
、
あ
や
の
縁
談
を
め
ぐ
る
手
紙
を
出
す
と
い
う
こ
と
は
考
え
に

く
い
。
よ
っ
て
封
筒
と
書
簡
本
文
と
は
別
と
判
断
し
た
。
一
方
、
二二の
書
簡
は

単
独
で
残
さ
れ
、
封
筒
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
本
文
の
日
付
、
そ
し

て
文
意
と
言
葉
遣
い
か
ら
は
、
二一と
同
封
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
よ
う
。
こ

れ
ら
の
例
に
限
ら
ず
、
書
簡
本
文
と
封
筒
と
の
組
み
合
わ
せ
は
、
本
質
的
に
は

推
定
の
域
を
出
な
い
。「
瓶
詰
地
獄
」
の
世
界
で
あ
る
。

　

送
付
時
期
の
ほ
か
、
事
実
関
係
も
翻
字
も
調
査
途
上
で
、
今
後
訂
正
の
可
能
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性
が
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
今
後
の
研
究
の
た
め
に
も
、
知
り
得
た
情
報
は
早

め
に
公
開
す
る
と
い
う
判
断
を
し
た
。
寛
恕
さ
れ
た
い
。

　

今
回
紹
介
す
る
書
簡
の
大
半
は
、
大
正
五
年
末
か
ら
八
年
に
か
け
て
の
も
の

で
あ
る
。『
黒
白
』
を
舞
台
に
執
筆
活
動
を
開
始
し
、
結
婚
し
て
香
椎
村
に
居

を
据
え
る
な
ど
、
久
作
に
と
っ
て
は
仕
事
と
生
活
の
基
盤
を
確
立
す
る
時
期
だ

が
、
公
開
さ
れ
て
い
る
日
記
や
書
）
3
（
簡
に
収
録
資
料
は
な
く
、
謎
の
多
い
時
期
で

も
あ
る
。
伝
記
的
事
実
の
み
で
は
な
く
、
例
え
ば
二五の
書
簡
の
一
節
な
ど
は

「
押
絵
の
奇
蹟
」
を
連
想
さ
せ
よ
う
し
、
ま
た
書
簡
総
体
を
通
し
て
、「
妹
」
を

描
く
こ
と
も
多
い
夢
野
久
作
の
想
像
力
の
源
泉
を
探
る
こ
と
も
的
外
れ
で
は
な

か
ろ
う
。
あ
る
い
は
資
料
と
い
う
側
面
を
離
れ
、
こ
れ
ら
の
書
簡
自
体
、
久
作

の
人
柄
を
伝
え
る
、
す
ぐ
れ
た
作
品
群
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
翻
刻
の
発

表
に
際
し
、
あ
ら
た
め
て
杉
山
家
、
森
家
に
敬
意
と
謝
意
を
表
し
た
い
。

注
1　

森
あ
や
の
戸
籍
名
は
「
森
ア
ヤ
」
だ
が
、
久
作
の
手
紙
で
は
「
あ
や
子
」
が
や
や

多
く
、「
あ
や
」「
綾
」「
綾
子
」
が
混
在
し
て
い
る
。
茂
丸
書
簡
で
も
表
記
の
混
在
は

同
様
だ
が
、
多
く
は
「
あ
や
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
関
係
書
簡
に
含
ま
れ
る
森
あ
や

の
署
名
も
「
あ
や
」
で
あ
り
、
本
稿
で
も
「
あ
や
」
と
記
す
こ
と
と
し
た
。

2　

森
順
一
氏
直
話
。
浜
田
は
、
平
成
十
三
年
四
月
二
十
九
日
に
渡
辺
東
氏
、
戸
川
安

宣
氏
、
小
松
史
生
子
氏
、
末
國
善
己
氏
と
、
平
成
十
七
年
九
月
五
日
に
大
鷹
涼
子
氏

と
、
そ
れ
ぞ
れ
森
家
を
訪
問
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

3　

杉
山
龍
丸
編
『
夢
野
久
作
の
日
記
』
葦
書
房
、
昭
和
五
十
一
年
。
西
原
和
海
編

『
夢
野
久
作
著
作
集
6
随
筆
・
歌
・
書
簡
』
葦
書
房
、
平
成
十
三
年
。
後
者
に
は
森
綾

子
に
宛
て
た
昭
和
七
年
五
月
五
日
の
久
作
書
簡
が
一
通
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
は
ま
だ
・
ゆ
う
す
け　

本
学
教
授
。
大
学
院
生
有
志
と
し
て
、

市
地
英
、伊
藤
浩
平
、井
上
崇
、大
谷
邦
世
、小
山
恭
平
、河
津
澄
江
、

岸
本
梨
沙
、九
嶋
ひ
と
み
、蔡
維
鋼
、佐
久
間
藤
子
が
参
加
し
た
。）

凡
例

　

翻
刻
に
あ
た
り
、
次
の
よ
う
な
処
理
を
施
し
た
。

一
、
宛
名
書
き
、
差
出
人
書
き
、
本
文
の
改
行
は
原
文
通
り
と
し
た
。

二
、
変
体
仮
名
は
通
行
の
仮
名
、
漢
字
は
通
行
の
字
体
に
し
た
。
仮
名
遣
い
、

ル
ビ
は
原
文
通
り
と
し
た
。

三
、
畳
字
「
〻
」
は
「
々
」
に
改
め
、「
ゝ
」「
〳
〵
」
は
原
文
通
り
と
し
た
。

四
、
意
識
的
な
使
い
分
け
と
思
わ
れ
る
小
字
は
原
文
通
り
と
し
た
。

五
、
誤
字
、
脱
字
、
衍
字
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
「
マ
マ
」
と
振
っ
た
。

六
、
不
明
箇
所
は
○
で
表
し
、
推
測
箇
所
は
〔　

〕
で
囲
っ
て
表
し
た
。

七
、
本
文
中
の
挿
入
は
《　

》
に
入
れ
て
文
章
に
組
み
込
ん
だ
。

八
、
本
人
に
よ
る
削
除
箇
所
は
、
読
み
取
れ
る
も
の
は
表
示
し
て
取
り
消
し
線

を
引
き
、
読
み
取
れ
な
い
も
の
は
●
で
表
し
た
。

九
、
消
印
と
局
名
は
読
み
取
れ
る
限
り
の
日
付
を
記
し
、
切
り
取
り
箇
所
は
そ

の
旨
記
し
た
。

十
、
電
報
は
項
目
を
□
で
囲
っ
て
示
し
た
。
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形
式

通
し
番
号
、
年
月
日
　
宛
名

 
（
封
筒
有
／
無　

形
状　

筆
記
具
）

　

宛
先
住
所

　

宛
名

　

差
出
人
住
所

　

差
出
人

　
﹇
消
印　

日
付
﹈

本
文

　

〈
本
文
〉

本
文

　

謹
啓　

陳
者
父
上

　

へ
宛
の
御
文
一
見
致
候

　
小
生
は
其
方
の
異
姓

　

の
兄
に
有
之
兼
て
御

　

許
の
事
聞
き
及
び

　

乍
ら
一
度
も
面
語

　

の
機
を
得
ず
遺

　

憾
に
思
ひ
居
候
処

　

今
度
父
上
の
許

　

可
を
得
て
文
通
致

　

す
を
得
候
御
許

　

一
身
の
事
情
不

　

朧
気
承
知
在
罷

　

候
へ
共
何
れ
九
州

　

へ
下
県
の
折
面
語

　

仕
る
を
得
べ
く
と
相

　

楽
し
み
居
り
候

　

目
下
福
岡
県
粕

　

屋
郡
香
椎
村
に
て

　

果
樹
園
経
営

　

致
居
り
候
人
甲
斐

　

も
無
き
者
兄
と
名

　

乗
る
も
恥
か
し
く

　

候
へ
共
御
許
の
事

　

懐
か
し
く
今
後
共

　

相
談
相
手
に
相
成
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一
、
大
正
五
年
十
二
月
十
二
日
　
あ
や
宛

 

（
封
筒
有　

巻
紙　

毛
筆
）

　

福
岡
県
築
上
郡

　

福
間

　

森
あ
や
子
殿

　

東
京
麹
町
区
下

　

六
番
丁
十
九

　

十
二
月
十
二
日　

杉
山
泰ヤ
ス

道ミ
チ

　
﹇
消
印　

麹
町　

５
・
１
２
・
１
２
﹈

　
﹇
消
印　

福
岡
・
椎
田　

５
・
１
２
・
１
４
﹈

　

る
べ
く
候
只
今
少
々

　

勉
強
の
事
有
之

　

上
京
母
と
同
居

　

在
罷
母
と
は
其
内

　

折
を
見
て
照
介
可

　

仕
そ
れ
ま
で
は
小
生
と

　

の
み
の
文
通
は
勝

　

手
た
る
べ
く
折
々

　

模
様
御
し
ら
せ

　

頼
み
入
り
候
何
れ
其

　

中
九
州
へ
下
る

　

べ
く
候
条
（
三
月
過
）

　

其
時
を
御
楽
し

　

み
有
之
度
ま
だ

　

御
目
に
か
ゝ
ら
ぬ
方

　

々
へ
は
御
許
《
よ
り
》
よ
ろ

　

し
く
御
つ
た
へ
願
上
候

　

先
は
父
に
代
り
返
事

　

致
し
度
且
は
初

　

め
て
の
文
通
ま
で

　

如
斯
候

　
　
　
　
　
　

艸
々

　

十
二
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　

杉
山
泰
道

　

森
あ
や
ど
の
へ
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二
、
大
正
六
年
一
月
二
十
六
日

　
あ
や
宛

 

（
封
筒
有　

巻
紙　

毛
筆
）

　

福
岡
県
築
上
郡

　

西
門マ
マ

田
村
福
間

　

森
ア
ヤ
子
様

　

東
京
麹
町
区
下

　

六
番
丁

　

杉
山
泰
道

　
﹇
消
印　

麹
町　

６
・
１
・
２
６
﹈

　
﹇
消
印　

小
倉　

６
・
１
・
２
８
﹈

　
﹇
消
印　

福
岡
・
椎
田　

６
・
１
・
２
８
﹈

本
文

　

謹
啓　

御
手
紙

　

披
読
不
持マ
マ

寒

　

気
御
清
適

　

奉
賀
候
当
方
両

　

親
を
初
め
小
生
共

　

無
事
消
光
罷
在

　

候
条
乍
他
事

　

御
安
心
可
有
之
候

　

実
は
小
生
今
般

　

大
至
急
に
て
福
岡

　

へ
参
り
一
昨
日

　

帰
宅
致
し
た
る

　

処
に
有
之
前
以

　

而
御
知
ら
せ
申
さ
ん

　

と
存
じ
居
候
ひ
し
も

　

若
し
帰
り
を
急

　

ぐ
為
会
へ
な
く
相

　

成
候
時
は
却
而

　

無
念
と
存
じ
手

　

紙
出
さ
ず
候
間
何

　

卒
御
怨
み
被
下
間

　

じ
く
不
堪
希
望

　

候
折
柄
の
寒
気

　

折
角
御
自
愛

　

有
之
度
匆
々

　

の
際
乱
筆
御

　

免
被
下
度
候

　
　
　
　
　
　

頓
首

　

廿
六
日　

泰
道

　

綾
子
様

　

妙
な
尋
ね
事
に

　

候
へ
共
御
身
更

　

生
の
愛
読
書

　

は
何
々
に
候
哉
承

　

り
度
候

三
、
大
正
六
年
三
月
十
一
日
　
あ
や
宛

 

（
封
筒
有　

巻
紙　

毛
筆
）

　
《
福
岡
県
》
築
上
郡
福
間
村

　

森
あ
や
子
殿

　

東
京
麹
町
区
下
六

　

十
一
日　

杉
山
泰
道

　
﹇
消
印　

麹
町　

６
・
３
・
１
１
﹈

　
﹇
消
印　

福
岡
・
椎
田　

６
・
３
・
１
３
﹈

　
﹇
消
印　

福
岡
・
椎
田　

６
・
３
・
１
４
﹈

本
文

　

冠
省

　

御
手
紙
先
般
見
申
候

　

丁
度
其
前
よ
り
発
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熱
甚
し
く
漸
々

　

今
日
に
到
り
起
床

　

執
筆
す
る
を
得
候

　

返
事
延
引
申
訳

　

無
く
候
病
気
は

　

単
純
な
る
風

　

邪
な
れ
ば
御
安

　

堵
願
度
最
早

　

解
熱
異
状
無

　

之
候
何
か
書
物

　

を
と
存
候
へ
共
臥

　

床
中
不
任
意

　

其
中
に
と
存
候

　

先
者
右
返
事

　

迄
如
斯
御
座
候

　
　
　
　
　

艸
々

　
　
　
　
　

泰
道

　

あ
や
子
殿

　

今
度
下
県
致
す
と
す

　

れ
ば
四
月
過
か
と
存

　

候
ま
た
如
何
相
成
る
や

　

不
明
に
候

四
、
大
正
六
年
三
月
十
七
日
　
あ
や
宛

 

（
封
筒
有　

巻
紙　

毛
筆
）

　

福
岡
県
築
上
郡
西

　

角
田
村
福
間

　

森
あ
や
子
殿

　

麹
町
区
下
六
番

　

丁
十
九

　

杉
山
泰
道

　
﹇
消
印　

京
橋　

６
・
３
・
１
７
﹈

　
﹇
消
印　

福
岡
・
椎
田　

６
・
３
・
１
９
﹈

本
文

　

冠
省

　

父
上
の
御
病
状

　

は
漸
次
良
好
小
生

　

も
全
快
候
条
併

　

安
堵
願
度
候

　

父
上
は
御
許
上
京

　

御
希
望
の
事

　

御
懸
念
有
之
乍

　

併
之
は
当
分
小
生

　

に
御
任
せ
有
之

　

適
当
の
時
●

　

季
ま
で
御
待

　

ち
願
度
候
委

　

細
は
福
岡
に
て

　

面
語
の
折
尽
く

　

可
申
候
婦
人

　

雑
誌
二
部
御

　

送
申
上
候
其

　

内
適
当
の
婦

　

人
書
有
之
候
は
ゞ

　

送
附
可
仕
候

　
　
　
　
　

艸
々

　

十
七
日

　
　
　
　
　

兄
よ
り

　

あ
や
殿

五
、
大
正
六
年
四
月
十
日
　
あ
や
宛

 

（
封
筒
有　

巻
紙　

毛
筆
）

　

福
岡
県
築
上
郡

　

西
角
田
村
福
間
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森
あ
や
殿

　

東
京
築
地

　

三
ノ
一
五

　

四
月
十
日　

杉
山
泰
道

　
﹇
消
印　

京
橋　

６
・
４
・
１
１
﹈

　
﹇
消
印　

福
岡
・
椎
田　

６
・
４
・
１
２
﹈

本
文

　

冠
省

　

先
般
父
上
へ
御

　

申
越
の
所
小
生
よ
り

　

送
付
致
候
条
御

　

受
取
被
下
度
候

　

武
骨
者
の
撰

　

択
に
候
間
柄
の

　

気
に
入
ら
ぬ
も
の

　

な
ど
多
か
る
べ
け

　

れ
ど
彼
此
取
り

　

か
へ
で
も
し
て

　

辛
棒
願
い
度

　

候
父
上
の
御
病

　

気
は
だ
ん
だ
ん

　

よ
ろ
し
く
目
下

　

牛
肉
な
ど
た
べ

　

室
内
散
歩

　

な
ど
な
し
居
ら

　

れ
候
間
あ
ん
し

　

ん
あ
り
度
候

　

や
つ
と
愁
眉
を
開

　

き
申
候

　
　
　
　
　

不
一

　
　
　
　
　

兄
よ
り

　

あ
や
ど
の

六
、
大
正
六
年
五
月
二
十
七
日
　
あ
や
宛

 

（
封
筒
有　

巻
紙　

毛
筆
）

　

福
岡
県
築
上
郡

　

西
角
田
村
字
福
間

　

森
ア
ヤ
殿

　

東
京
築
地
三
ノ

　

一
五
台
花
社

　

廿
七
日　

杉
山
泰
道

　
﹇
消
印　

京
橋　

６
・
５
・
２
７
﹈

　
﹇
消
印　

福
岡
・
椎
田　

６
・
５
・
２
○
﹈

本
文

　

梅
雨
近
く
陰

　

晴
不
定
都
鄙

　

に
人
心
漫
ろ
に

　

曇
り
勝
ち
に
相
成
候

　

此
間
の
手
紙
落

　

手
持
病
の
筆

　

無
性
ニ
テ
何
と
無
く

　

延
引
申
訳
無
候

　

何
は
と
ま
れ
御
許

　

無
事
精
励
よ
ろ

　

こ
ば
し
く
在
候

　

父
上
さ
し
も
の
御
重

　

病
最
名
残
無
く

　

全
快
小
々
御
瘠

　

せ
相
見
ゆ
れ
ど
そ
れ

　

は
御
健
康
上

　

至
極
の
善
徴
総
テ

　

安
堵
有
之
度

　
小
生
も
目
今
父
上
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の
仕
事
の
手
伝
ひ

　

極
め
て
呑
気
に

　

有
之
但
近
頃
小
々

　

田
舎
恋
し
く
相
成

　

り
た
る
は
事
実

　

に
有
之
今
一
仕
事

　

済
め
ば
少
し
托
鉢
《
旅
行
》

　

で
も
可
仕
や
と
相
考

　

居
候
ま
だ
御
承

　

知
無
之
か
る
べ
き
も

　
小
生
は
曹
洞
宗

　

の
坊
主
に
候
条

　

其
方
は
勝
手
に
候

　

又
折
々
田
舎
の

　

風
情
御
便
あ
り

　

度
く
せ
め
て
も

　

の
心
遣
り
に
可
仕
候

　

先
者
右
乍
延

　

御
返
事
迄

　
　
　
　
　
　

不
一

　

二
十
七
日

　
　
　
　
　
　

兄
よ
り

　

あ
や
子
ど
の

七
、
大
正
六
年
七
月
十
日
　
あ
や
宛

 

（
封
筒
有　

台
華
社
便
箋　

毛
筆
）

　

福
岡
県
築
上
郡
西
角

　

田
村

　

森
あ
や
子
様

　

麹
町
区
下
六

　

杉
山
泰
道

　
﹇
消
印　

京
橋
６
・
７
・
１
０
﹈

　
﹇
消
印　

福
岡
・
椎
田　

６
・
７
・
１
２
﹈

本
文

【
一
枚
目
】

　

御
手
紙
一
見
御
老
人
様
御
身
体
御
工
合

　

 

悪
し
く
候
趣
御
心
ツ
カ
イ
の
程
御
察
し
申
上
候

　

重
々
御
大
切
に
御
介
抱
奉
願
候
御
好
み
の
品

　

 

ナ
ド
何
に
て
も
御
申
越
有
之
度
御
送
之
申
上
候

　

 

サ
ナ
ボ
リ
相
済
候
由
小
生
の
香
椎
村
の
方
も
多
分

　

相
す
み
候
事
と
存
候
小
生
も
不
遠
帰
園
緑

　

の
中
に
埋
ま
り
度
存
居
候
父
上
臨
時
議

　

 

会
の
為
急
が
し
く
し
て
当
分
帰
国
で
け
ぬ
由

　

仰
せ
ら
れ
候
最
早
全
然
御
快
気
に

【
二
枚
目
】

　

 

相
成
盛
に
人
々
を
訪
問
又
面
会
い
た
さ
れ
候
小
生

　

英
語
勉
強
不
相
変
に
候
来
る
十
四

　

日
よ
り
近
衛
歩
兵
第
一
聯
隊
に
後
備

　

 

少
尉
と
し
て
招
集
せ
ら
れ
候
小
々
閉
口
に
候
婦

　

人
世
界
の
事
正
に
領
承
仕
候
暑
く

　

相
成
候
条
皆
様
わ
け
て
御
老
人
御
大
切
に

　

願
度
不
堪
希
望
候　
　

艸
々

　
　
　

月
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

兄
よ
り

　

イ
モ
ト
殿

八
、
大
正
六
年
九
月
六
日
　
あ
や
宛

 

（
封
筒
有　

巻
紙　

毛
筆
）

　

福
岡
県
築
上
郡

　

西
角
田
村
福
間

　

森
あ
や
子
殿

　

麹
町
区
下
六

　

番
丁
十
九
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杉
山
泰
道

　
﹇
消
印　

京
橋　

６
・
９
・
６
﹈

　
﹇
消
印　

福
岡
・
椎
田　

６
・
９
・
８
﹈

本
文

　

拝
復

　

無
事
暮
し
て

　

居
ま
す
兵
隊

　

は
す
み
ま
し
た

　

お
祖
父
様
お

　

●
大
切
に
僕

　

か
ら
よ
ろ
し
く

　

と
云
つ
て
頂
戴

　

今
度
は
こ
れ

　

丈
け

　
　
　

さ
よ
な
ら

　
　
　
　
　

泰
道

　

あ
や
殿

九
、
大
正
六
年
十
二
月
二
十
六
日
　
あ
や
宛

 

（
電
報　

ぺ
ン
）

受
信
人
居
所
氏
名

　

ニ
シ
ス
ダ
ム
ラ

　
　

フ
ク
マ

　
　
　

モ
リ
ア
ヤ

発
信
人
居
所
氏
名

　

ス
キ
ヤ
マ
ヤ

　

ス
ミ
チ

着
信
番
号

　

八
一

着
局
日
附
印

　
﹇
消
印　

福
岡
・
椎
田　

６
・
１
２
・
２
６
﹈

発
局

　

私
報

　

カ
シ
イ
局

　

第
六
一
号

　
　

月　

日

　

受
付　

午
後
０
時
四
十
分

　

八
―
四
二
字

着
局

　

受
信　

午
後
一
時
十
一
分

　

受
信
当
務
者　

○

本
文

　

ア
ス
ア
サ
一
〇
ジ　

シ
イ

　

ダ　

ヱ
キ
ニ
テ
ア
ヒ
タ
シ

　

。
ソ
ノ
ヒ
ノ
ゴ　

ゴ　

四

　

ジ　

ト
ウ
ケ
イ
ヱ
ヒ
●
キ
ヱマ
マ

　

ヘ
ス

一〇、
大
正
七
年
一
月
一
日
　
あ
や
宛

（
葉
書
【「
下
関
御
休
泊
ハ
是
非
・
駅
前
中
谷
旅

館
ヘ
」
と
印
字
】　

ペ
ン
）

　

豊
前
築
上
郡
《
西
》
角
田
村

　

福
間

　

森
あ
や
子
殿

　

杉
山
泰
道

　
﹇
消
印　

下
関
・
細
江　

７
・
１
・
１
﹈
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本
文

　

う
れ
し
か
っ
た
。
安
心
し
た
。

　

ま
だ
お
腹
が
く
る
し
い
。

　

叔
父
様
や
伯
母
様
へ
よ
ろ
し
く
。

　

大
○
様
へ
よ
ろ
し
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
一

一一、
大
正
七
年
一
月
二
日
　
あ
や
宛

 

（
封
筒
有　

巻
紙　

毛
筆
）

　

豊
前
築
上
郡
西

　

角
田
村
大
字
福
間

　

森
綾
子
様

　

東
京
麹
町
区
下
六

　

番
丁
十
九

　

一
月
二
日　

杉
山
泰
道

　
﹇
消
印　

麹
町　

７
・
１
・
３
﹈

　
﹇
消
印　

麹
町　

７
・
１
・
３
﹈

　
﹇
消
印　

福
岡
・
椎
田　

７
・
１
・
５
﹈

本
文

　

新
年
お
目
出
度
う

　

手
紙
正
に
う
け
と
っ
た

　

文
意
よ
く
わ
か
っ
た
《
一
々
》
も

　

つ
と
も
な
事
と
思
ふ
。
淋

　

し
か
っ
た
事
と
思
ふ
。
そ

　

う
し
て
う
れ
し
か
っ
た
で

　

あ
ら
う
と
思
ふ
。
兄
も

　

う
れ
し
か
っ
た
。
そ
う
し
て

　

お
前
に
会
ふ
て
か
ら
い
ろ

　

〳
〵
の
事
を
考
へ
も
し

　

決
心
も
し
て
い
よ
〳
〵
人
の

　

一
生
の
味
の
深
い
事
が

　

わ
か
っ
た
。
殊
に
お
前

　

や
兄
の
様
な
六
ケ
し
い

　

立
場
に
生
れ
た
者
は

　

特
別
に
他
の
平
凡
な
境

　

遇
に
生
れ
た
も
の
と
違
つ

　

て
精
神
的
の
貧
窮

　

が
甚
し
く
従
而
世
間
の

　

情
義
其
他
に
関
は
る
欲

　

求
や
処
置
が
他
と
異

　

つ
て
深
く
強
く
感
ず

　

る
事
が
多
い
も
の
で

　

あ
る
。
こ
れ
は
《
お
互
ひ
の
》
幸
福
か

　

不
幸
か
知
ら
ぬ
が
左
様

　

な
境
遇
に
生
れ
た
か
ら

　

仕
方
が
無
い
。
お
前
は
今
日

　

ま
で
森
家
と
杉
山
家
の

　

陰
に
生
き
て
居
る
人
間
で

　

あ
つ
た
。
兄
さ
ん
は
杉
山

　

家
と
高
橋
家
の
陰
に

　

生
き
て
居
る
人
間
で
あ
つ

　

た
。
兄
さ
ん
は
事
情
止
む

　

を
得
ず
し
て
杉
山
家
の

　

表
面
に
乗
り
出
し
た
。

　

け
れ
共
そ
れ
と
一
所
に
杉

　

山
家
の
表
裡
に
湧ワ

き

　

起
る
種
々
の
出
来
事

　

の
う
ち
苦
し
い
わ
る
い

　

面
白
く
無
い
事
柄
を
皆
一

　

身
に
引
き
受
け
て
父
と

　

母
と
に
対
す
る
情
宜
を

　

全
ふ
し
な
け
れ
ば
な
ら

　

ぬ
身
の
上
と
な
つ
た
。
こ
れ

　

は
世ヨ

を
捨
て
ゝ
出
家
す
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る
よ
り
も
ま
だ
六
ケ
し
い

　

事
で
あ
る
。
お
前
に
会

　

ふ
事
も
亦
此
杉
山
家
の

　

裡
面
に
起
つ
た
六
ケ
し

　

い
事
件
の
一
ツ
で
父
上
が

　

お
前
を
自
分
に
引
渡
す

　

と
仰
せ
ら
れ
た
の
は
実
に

　

深
い
信
用
を
兄
に
お
持
た

　

せ
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
そ

　

う
し
て
一
生
を
杉
山
家
の

　

裡
面
の
裡
に
只
一
人
淋
し

　

く
暮
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

　

お
前
を
憐
れ
ん
で
此
兄
を

　

せ
め
て
も
の
事
に
お
前
の

　

淋
し
さ
を
慰
め
ん
為
に
此

　

兄
を
お
前
に
賜
は
つ
た
の
だ
。

　

そ
う
し
て
亦
そ
れ
と
同
じ

　

意
味
で
《
此
》
兄
に
お
前
を
賜

　

は
つ
た
の
だ
。
他
の
者
は
我

　

等
兄ケ
ウ
ダ
イ妹
に
対
し
て
い
ろ
〳
〵

　

な
観
念
を
抱
い
て
居
る
。

　

け
れ
共
二
人
の
間
に
は
こ
れ

　

よ
り
他
に
何
も
無
い
。
兄
は

　

今
母
上
よ
り
無
限
の
信

　

用
を
受
け
乍
ら
母
上
よ
り

　

離ハ
ナ

れ
て
母
上
に
杉
山
家
の

　

暗
黒
面
に
就
て
は
何
等

　

の
心
配
を
も
せ
ぬ
様
に
し
様

　

と
企
て
ゝ
居
る
。
こ
れ
が
父

　

上
に
対
し
又
母
上
に
対
し

　

無
上
の
孝
道
と
思
ふ
て
居

　

る
。
お
前
と
兄
さ
ん
と
が
二
人

　

一
所
に
杉
山
家
の
人
々
に
何

　

等
の
気
が
ゝ
り
を
も
残

　

さ
ず
一
生
を
送
る
事
が

　

出
来
れ
ば
先
以
て
成
功

　

と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
が
人
間
こ
れ
が
人
間
の

　

我
等
の
様
な
境
遇
に

　

居
る
者
の
当
然
の
尽
す

　

べ
き
道
で
あ
る
。
二
人
は
此

　

方
法
を
講
じ
な
け
れ
ば

　

な
ら
ぬ
。
け
れ
共
兄
さ
ん

　

は
性
格
は
粗
放
で
あ
る
が

　

又
他
人
の
真
似
の
出
来
ぬ

　

特
長
を
持
つ
て
居
る
。
兄
さ
ん

　

は
此
特
長
を
利
用
し
て

　

あ
べ
こ
べ
に
父
上
や
母
上
の

　

首
を
締
め
て
杉
山
家
の

　

陰
陽
に
起
る
表
裡
に

　

在
る
者
を
尽
く
兄
さ
ん

　

の
光
り
の
裡
に
浴
さ
せ
様

　

と
思
つ
て
居
る
。
こ
れ
は

　

出
来
る
事
か
出
来
ぬ

　

事
か
わ
か
ら
ぬ
。
只
兄

　

さ
ん
の
値
不
値
に
あ
る
の
み
。

　

お
前
は
只
管
に
唯
兄
さ
ん

　

を
信
頼
し
て
呉
れ
れ
ば

　

そ
れ
で
よ
ろ
し
い
。
善
悪

　

に
拘
ら
ず
希
望
を
述
べ
て

　

く
れ
れ
ば
安
心
で
あ
る
。
兄

　

さ
ん
は
身
体
●
は
光
り

　

の
裡
に
在
り
乍
ら
心
は
蔭

　

に
居
て
世
間
を
見
て
居
る
。

　

お
前
は
此
兄
さ
ん
の
心
地
を

　

解
し
て
呉
れ
ね
ば
●
●
な
ら
ぬ
。

　

而
し
て
う
か
〳
〵
し
た
考
へ
を

　

持
た
ぬ
様
し
て
貰
は
ね

　

ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
人
情
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の
隅
か
ら
隅
ま
で
考
へ
て

　

仕
事
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ

　

う
す
れ
ば
自
然
と
身
に

　

値
が
付
き
光
が
出
て
ど
ん

　

な
六
ケ
し
い
境
遇
に
在
つ

　

て
も
安
々
と
切
ぬ
け
て

　

他
の
為
を
計
る
事
が
出

　

来
る
。
こ
れ
は
兄
さ
ん
の

　

実
験
で
あ
る
。
く
り
返
し

　

て
云
ふ
兄
さ
ん
は
お
前
を

　

力
の
及
ぶ
限
り
光
明
世
界

　

に
出
し
度
い
と
思
つ
て

　

居
る
。
そ
れ
に
は
お
前
が

　

浮
き
〳
〵
し
た
考
へ
を
持

　

た
ず
己
を
捨
て
ゝ
所
謂

　

恭
倹
己
を
持
す
る
値

　

が
無
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　

大
変
六
ケ
し
い
事

　

ば
か
り
云
ふ
て
済
ま
ぬ

　

が
こ
れ
は
兄
さ
ん
の
理
想

　

だ
。
只
二
人
で
此
通
り
に

　

実
行
し
た
い
と
思
ふ

　

丈
け
だ
。
そ
れ
故
お
前

　

は
平
生
は
何
で
も
構
は

　

ず
に
我
侭
の
あ
り
丈
け

　

兄
さ
ん
に
云
ふ
が
よ
い
。
他
の

　

者
に
云
ふ
て
は
な
ら
ぬ
。

　

そ
う
し
て
叔
父
様
や

　

伯
母
様
を
大
切
に
し

　

な
さ
い
。
お
前
を
誤

　

解
す
る
様
な
兄
さ
ん

　

で
は
無
い
。
兄
さ
ん
は
肉
親

　

の
者
と
垂
氷
の
様
な
冷

　

や
か
な
心
を
持
っ
て
観
察

　

す
る
。
そ
れ
故
一
目
見

　

た
ら
ば
大
し
た
誤
り
は

　

無
い
。
お
前
は
兄
さ
ん
と

　

共
通
の
性
質
を
沢

　

山
持
っ
て
居
る
。
そ
れ

　

故
な
ほ
よ
く
わ
か
る
。
心
配

　

す
る
な
。
気
兼
す

　

る
な
。
兄
さ
ん
も
遠
慮

　

も
呵
責
も
せ
ぬ
。
皆
様

　

に
よ
ろ
し
く
云
ふ
て
く
れ
。

　

其
中
又
会
ひ
に
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　

乱
筆
御
免

　

一
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　

杉
山
泰
道

　

森
あ
や
子
殿

　

思
ふ
事
を
あ
と
先
構
は
ず
皆

　

書
い
た
。
わ
か
り
に
く
い
で
あ
ろ
う

一二、
大
正
七
年
一
月
十
一
日
　
梅
松
宛

 

（
封
筒
有　

巻
紙　

毛
筆
）

　

豊
前
国
築
上
郡

　

西
角
田
村
福
間

　

森
叔
父
上
様

　

東
京
麹
町
区

　

下
六
番
一
丁

　

十
九　

杉
山
泰
道

　
﹇
消
印　

○
○
７
・
１
・
１
３
﹈

　
﹇
消
印　

福
岡
・
椎
田
７
・
１
・
１
５
﹈

本
文

　

冠
省
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陳
者
綾
子
事

　

結
婚
の
儀
於
当

　

方
種
々
調
査
仕
候

　

処
あ
ま
り
面
白
か

　

ら
ぬ
人
間
と
被
為
存

　

候
間
御
取
止
め
被
下

　

度
あ
の
様
な
東

　

京
や
朝
鮮
あ
た

　

り
を
う
ろ
つ
く
人
物

　

よ
り
も
御
地
方
に
て

　

身
分
は
低
く
共
間

　

違
ひ
無
き
人
物
を

　

於
貴
殿
御
選
み

　

被
下
度
と
父
よ
り

　

の
希
望
に
候
不
取

　

敢
右
御
通
知
申
上
候

　
　
　
　
　
　
　

不
一

　

一
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　

泰
道

　

森
叔
父
上
様

　

い
ろ
〳
〵
御
心
配
か
け
ま
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

す
み
ま
せ
ぬ

一三、
大
正
七
年
三
月
十
一
日
　
あ
や
宛

 

（
葉
書　

毛
筆
）

　

福
岡
県
築
上
郡

　

角
田
村
福
間

　

森
綾
子
殿

　
﹇
消
印　

九
我　

７
・
３
・
１
１
﹈

本
文

　

冠
省
左
記
へ
転
住

　

東
京
麹
町
区
飯
田

　

町
二
ノ
五
三

　
　
　
　
　

杉
山
泰
道

一四、
大
正
七
年
三
月
十
六
日

　
あ
や
宛

 
（
封
筒
有　

巻
紙　

毛
筆
）

　

豊
前
国
築
上
郡

　

角
田
村
福
間

　

森
あ
や
子
殿

　

東
京
麹
町

　

区
飯
田
町
二
ノ
五
三

　

杉
山
泰
道

　
﹇
消
印　

○
○
７
・
３
・
１
６
﹈

　
﹇
消
印　

福
岡
・
椎
田　

７
・
３
・
１
８
﹈

本
文

　

冠
省

　

御
手
紙
拝
見
御

　

許
よ
り
は
此
間
書

　

物
の
受
け
取
り
の

　

外
一
ツ
も
手
紙
参

　

ら
ず
不
思
議
に

　

候
到
て
健
康
な
れ

　

ば
叔
父
上
共
に
御

　

安
堵
あ
り
度
く
候

　

妻
帯
の
事
ま
だ

　

何
処
へ
も
発
表

　

せ
ず
故
に
知
ら
せ

　

ら
せ
ざ
り
し
処

　

意
外
の
処
よ
り

　

発
覚
赤
面
致
候

　

其
中
あ
は
せ
可
申
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候
叔
父
上
に
よ
ろ

　

し
く
ま
た
叔
父
上
の

　

御
名
前
相
忘
れ
候

　

何
と
申
候

　

哉
序
の
折
知
ら

　

せ
て
被
下
度
候

　
　
　
　
　
　

頓
首

　
　
　
　
　
　

泰
道

　

あ
や
子
殿

一五、
大
正
七
年
四
月
二
十
日
　
あ
や
宛

 

（
封
筒
有　

巻
紙　

毛
筆
）

　

福
岡
県
築
上
郡

　

西
角
田
村
福
間

　

森
あ
や
子
殿

　

麹
町
飯
田
町

　

二
ノ
五
三

　

廿
日　

杉
山
泰
道

　
﹇
消
印　

京
橋
７
・
４
・
２
０
﹈

　
﹇
消
印　

京
橋
７
・
４
・
２
０
﹈

　
﹇
消
印　

福
岡
椎
田
７
・
４
・
２
２
﹈

本
文

　

其
後
御
無
沙
汰
致

　

候
父
上
に
度
々
の
手
紙

　

に
て
元
気
の
趣
承
知

　

喜
ば
し
く
存
候
当

　

方
も
最
早
淋
さ

　

も
大
分
薄
ら
ぎ
皆
々

　

元
気
に
有
之
父

　

上
も
近
頃
は
露
西

　

亜
其
他
の
騒
動
に

　

就
お
話
に
な
ら
ぬ
程

　

の
多
忙
に
て
お
気
の

　

毒
に
不
堪
候
乍
併

　

御
元
気
は
非
常

　

に
候
間
呉
々
も
安
心

　

あ
り
度
く
候
縁
辺

　

の
事
申
越
の
向
は

　

申
す
迄
も
無
く
止
め

　

た
方
よ
ろ
し
く
と
存

　

候
何
し
ろ
父
上
は
承

　

知
の
通
の
無
鉄
砲
に
て

　

あ
と
構
は
ず
に
あ

　

ば
れ
居
ら
れ
此
兄

　

も
亦
一
生
貧
乏
を

　

覚
悟
致
居
候
得

　

者
御
許
も
今

　

よ
り
覚
悟
し
て

　

篤
実
な
る
人
物

　

を
見
定
め
て
結

　

婚
あ
る
可
く
小
生
も

　

出
来
る
限
り
助

　

力
可
仕
候
叔
父
上

　

様
に
も
何
卒
よ
ろ

　

し
く
御
伝
声
不
堪

　

希
望
御
許
に
も

　

追
々
多
忙
と
相
成

　

可
候
間
何
卒

　

身
体
を
大
切
に

　

精
励
あ
り
度
く
候

　
　
　
　
　
　

敬
具

　

廿
日

　
　
　
　
　

兄
よ
り

　

森
綾
子
殿
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一六、
大
正
七
年
七
月
八
日

　
あ
や
宛

 

（
封
筒
有　

巻
紙　

毛
筆
）

　

福
岡
県
築
上
郡

　

角
田
村
福
間

　

森
あ
や
殿

　

東
京
麹
町

　

区
飯
田
町
二
ノ

　

五
三

　

杉
山
泰
道

　
﹇
消
印　

○
○　

７
・
７
・
８
﹈

　
﹇
消
印　

福
岡
・
椎
田　

７
・
７
・
１
０
﹈

本
文

　
　

伯
父
様
に
よ
ろ
し
く

　

拝
復

　

手
紙
あ
り
が
と
う
自
分

　

こ
そ
御
無
沙
汰
し
た

　

気
分
勝
れ
ぬ
と
は

　

何
様
あ
る
の
か
病
気

　

な
ら
ば
病
状
知
ら

　

せ
て
貰
ひ
度
し

　

写
真
は
う
け
と
つ

　

た
。
実
物
と
す
こ
し
も

　

ち
が
は
ぬ
。

　

を
の
づ
か
ら
ま
こ
と
を

　

〽
う
つ
し
絵
の
を
の
づ
か

　

ら
な
る
お
も
か
げ
●
に

　

う
ち
む
か
ひ
つ
ゝ

　
　
　
　
　

ほ
ゝ
ゑ
む
は
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ

　

早
く
う
け
と
り
を
出
す
の

　

を
わ
す
れ
て
居
た
。

　

序
に
此
方
の
も
送
る

　

の
を
忘
れ
て
居
た
。
済

　

ま
ぬ
事
を
し
た
。

　

焼
き
増
し
を
こ
し

　

ら
へ
て
す
ぐ
送
る
。

　

前
以
て
断
つ
て
置
く

　

が
実
物
●
よ
り
も
ず
つ

　

と
よ
く
出
来
て
居
る
。
自

　

分
は
役
者
の
様
に
な
り

　

ク
ラ
は
人
形
の
様
に
な
り

　

て
見
え
る
。
こ
れ
は
断

　

る
に
は
及
ば
ぬ
か
も
知
ら

　

ぬ
が
念
の
為
云
つ
て

　

置
く
。
今
年
中
に

　

は
夫
婦
で
九
州
に

　

か
へ
る
。
其
時
に
会

　

ふ
。
雑
誌
は
行
つ

　

て
居
る
か
。

　

と
に
か
く
身
体
を
丈
夫
に

　

せ
よ

　
　
　
　
　
　
　

泰
道

　

あ
や
ど
の

一七、
大
正
七
年
七
月
十
二
日
　
梅
松
宛

 

（
封
筒
有　

巻
紙　

毛
筆
）

　

福
岡
県
築
上
郡

　

西
角
田
村
福
間

　

森
梅
松
様

　

東
京
麹
町
区

　

飯
田
町
二
ノ
五
三



― 47 ―

成蹊國文　第四十六号　（2013）

　

十
二
日　

杉
山
泰
道

　
﹇
消
印　

京
橋
・
築
地　

７
・
７
・
１
２
﹈

　
﹇
消
印　

福
岡
・
八
屋　

７
・
７
・
１
○
﹈

本
文

　

冠
省

　

御
不
幸
の
御
趣

　

本
日
父
よ
り
拝
承

　

驚
入
り
候
小
生
も

　

此
間
よ
り
愚
弟
を

　

喪
ひ
候
者
不
《
堪
》
御
同

　

情
嘸
か
し
御
力

　

落
し
の
御
事
と

　

拝
察
仕
候
誠
に

　

軽
少
に
●
御
座
候

　

へ
共
別
紙
為
替

　

券
面
何
卒
御

　

霊
前
の
御
用
に

　

御
立
て
被
成
下
度

　

父
の
命
に
依
り
御

　

送
付
申
上
候
御

　

落
胆
の
あ
ま
り

　

御
障
り
共
無
之

　

様
御
大
切
に
被
遊

　

度
之
の
み
偏
に

　

奉
願
候

　
　
　
　
　

敬
白

　

十
二
日

　
　
　
　
　

杉
山
泰
道

　

森
梅
松
様

一八、
大
正
七
年
八
月
十
二
日
　
あ
や
宛

 

（
封
筒
有　

巻
紙　

毛
筆
）

　

福
岡
県
築
上
郡

　

西
角
田
村
福
間

　

森
あ
や
殿

　

東
京
麹
町
区

　

飯
〔
田
町
〕
二
ノ
五
三

　

杉
山
泰
道

　
﹇
消
印　

麹
町　

７
・
８
・
１
２
﹈

　
﹇
消
印　

福
岡
・
椎
田　

７
・
８
・
１
４
﹈

本
文

　

拝
復

　

い
ま
た
い
へ
ん
い
そ
が

　

し
い
此
間
父
上
か

　

ら
お
ま
へ
に
返
事

　

出
せ
と
い
ふ
て
手

　

紙
貰
ふ
て
出
す

　

こ
と
を
忘
れ
た
今

　

思
ひ
出
し
た
が
お
ま

　

へ
の
方
か
ら
何
を

　

尋
ね
て
来
て
居
た

　

か
手
紙
も
何
も
無
く

　

し
て
わ
か
ら
な
く

　

な
つ
た
何
で
も
東

　

京
の
様
子
お
み

　

ま
ひ
で
あ
つ
た
と
思

　

ふ
か
ら
其
積
り

　

で
返
事
出
す

　

東
京
は
皆
無

　

事
僕
は
今

　

月
う
ち
に
九
州

　

に
か
へ
る
積
り
併

　

し
ど
う
な
る
か
わ
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か
ら
ぬ
身
体

　

を
大
切
に
せ
よ

　

叔
父
様
に

　

よ
ろ
し
く

　
　
　
　
　
　

不
一

　

十
二
日

　
　
　
　
　
　

兄
よ
り

　

あ
や
殿

一九、
大
正
七
年
十
月
五
日
　
あ
や
宛

 

（
葉
書　

鉛
筆
）

　

筑マ
マ

上
郡
西
角
田
村

　

福
間

　

森
あ
や
殿

　
﹇
消
印　

福
岡
・
香
椎　

７
・
１
０
・
６
﹈

本
文

　

 

拝
復
手
紙
あ
り
が
と
う
い
ろ
い
ろ
い
そ
が
し

く
て
手
紙
出
さ

　

 

ず
に
居
た
。
無
事
で
結
構
。
種
々
話
し
度
い

事
も
あ
る

　

 

故
其
中
ゆ
く
積
り
だ
。
ク
ラ
よ
り
も
よ
ろ
し

く
と
い
ふ
て

　

 

居
た
。
伯
父
上
様
に
も
よ
ろ
し
く
と
申
上
げ

て
呉
れ
。

　

今
来
客
故
此
度
は
こ
れ
丈
け　
　

艸
々

　
　

十
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泰
道

二〇、
大
正
七
年
十
一
月
九
日
　
あ
や
宛

 

（
封
筒
有　

巻
紙　

毛
筆
）

　

築
上
郡
西
角
田
村

　

福
間

　

森
綾
子
殿

　

粕
屋
郡
香

　

椎
村
唐
原

　

十
一
月
十
日　

杉
山
泰
道

　
﹇
消
印　

○
○　

７
・
１
１
・
１
０
﹈

　
﹇
消
印　

福
岡
・
椎
田　

７
・
１
１
・
１
１
﹈

本
文

　

冠
省

　

当
地
は
今
稲
刈
最

　

中
皆
達
者
に
候
間

　

安
心
あ
り
度
く
候

　

過
般
父
上
に
御
面

　

語
の
折
御
許
の
縁

　

辺
の
事
御
話
申
上
候

　

処
御
許
の
健
康

　

上
差
支
無
之
や
否

　

や
取
調
べ
よ
と
の
事

　

妙
な
事
を
仰
せ
ら
る
ゝ

　

と
思
ひ
乍
ら
其
侭
致

　

居
候
処
今
思
ひ
出
し

　

候
間
一
寸
御
尋
申
上
候

　

森
叔
父
上
様
よ
り

　

此
間
御
招
き
を
受
け

　

し
も
行
く
事
能
は
ず

　

遺
憾
に
存
居
候
其

　

中
今
一
度
参
上
可

　

仕
何
卒
よ
ろ
し
く
御

　

つ
た
へ
頼
入
候
追
て

　

寒
く
相
成
候
間
身
体
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気
を
つ
け
ら
る
可
く

　

先
者
不
取
敢
右
要

　

々
迄
如
此
御
座
候

　
　
　
　
　
　

頓
首

　

九
日

　
　
　
　
　

杉
山
泰
道

　

あ
や
子
殿

二一、
大
正
七
年
十
一
月
十
二
日
　
梅
松
宛

 

（
封
筒
無　

巻
紙　

毛
筆
）

本
文

　

拝
呈

　

其
後
は
御
無
音
申
上

　

候
処
益
々
御
清

　

穆
奉
大
賀
候
降

　

而
当
地
事
皆
以
御

　

蔭
無
事
消
光
罷
在
候

　

間
乍
他
事
御
休

　

神
被
下
度
候
陳
者

　

本
日
父
よ
り
書
状
到

　

来
綾
殿
結
婚
に
関

　

す
る
貴
下
の
御
書
状
封

　

入
賛
成
の
意
を
述
べ

　

た
る
父
の
手
紙
《
共
》
封
入
致
し

　

あ
り
候
右
尽
く
披
見

　

致
し
候
処
誠
に

　

結
好
な
る
良
縁
と

　

被
為
存
候
間
謹
而

　

御
同
意
申
上
候
綾

　

義
骨
肉
別
け
し
兄

　

弟
と
は
申
乍
ら
兄
甲

　

斐
も
無
之
唯
々
今
日

　

迄
貴
殿
の
御
芳
情

　

に
甘
へ
御
任
せ
申
上
候
処

　

遂
に
比
運
に
立
到
り

　

候
事
小
生
と
し
て
も
感
謝

　

之
に
過
ず
唯
々
比

　

後
共
々
同
人
の
行
末

　

千
秋
万
歳
な
ら
む
事

　

御
互
様
々
万
祈
仕
る

　

次
第
に
御
座
候
何
れ

　

貴
下
及
先
方
様
へ

　

も
拝
眉
の
折
有
之
べ
く

　

其
折
万
事
《
を
》
尽
す
心

　

組
に
有
之
不
取
敢

　

右
要
々
申
述
度

　

如
比
御
座
候

　
　
　
　
　
　

頓
首

　

十
一
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　

杉
山
泰
道

　

森
梅
松
様

　

二
白

　

乍
御
手
数
別
紙

　

綾
儀
へ
御
渡
し

　

奉
願
候

二二、
大
正
七
年
十
一
月
十
二
日
　
あ
や
宛

 

（
封
筒
無　

巻
紙　

毛
筆
）

本
文

　

冠
省

　

此
前
の
手
紙
取
消

　

申
候
委
細
は
叔

　

父
様
よ
り
聴
取
あ

　

り
度
く
此
上
は
左

　

の
覚
悟
を
以
て
終

　

始
あ
り
度
く
希
望
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仕
候

　

運
不
運
は
天
命
也

　

幸
不
幸
も
天
命
也

　

真
心
を
以
て
尽
し
て

　

わ
か
ら
ぬ
人
間
無
く

　

死
ぬ
覚
悟
で
行
つ

　

て
出
来
ぬ
事
無
し

　

前
の
事
を
考
へ
ず

　

取
越
苦
労
せ
ず

　

眼
の
前
の
事
を
懸

　

命
に
働
け

　
「
女
は
夫
任
せ
夫
は

　

 

天
任
せ
誠
意
を

　

 

尽
し
て
笑
つ
て
暮
せ
」

　

兄
甲
斐
も
無
き
兄

　

な
れ
ど
右
の
忠
告

　

忘
れ
て
賜
は
る
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
候

　
　
　
　
　
　
　
　

頓
首

　

十
一
月
十
二
日　

泰
道

　

綾
子
殿

二三、
大
正
八
年
一
月
二
十
九
日

　
あ
や
宛

 

（
封
筒
有　

巻
紙　

毛
筆
）

　

福
岡
市
博
多
千
歳

　

町
二
丁
目
釘
甚
内

　

渡
辺
あ
や
様

　

東
京
麹
町

　

区
飯
田
町
二
ノ
五

　

三

　

廿
九
日　

杉
山
泰
道

　
﹇
消
印　

京
橋　

８
・
１
・
３
０
﹈

本
文

　

拝
呈

　

御
結
婚
無
事
相
済

　

候
御
趣
先
以
而
祝

　

着
仕
候
不
在
の
為

　

御
手
紙
只
今
落
手

　

何
れ
帰
郷
の
上
御

　

面
語
の
節
委
曲

　

を
尽
し
可
申
候

　

ま
だ
拝
眉
の
栄

　

を
不
得
候
得
共
御

　

主
人
様
へ
も
何
卒

　

よ
ろ
し
く
御
凰
声

　

被
遊
度
先
者
不

　

取
敢
御
祝
儀
旁

　

御
返
事
迄
如
此

　

御
座
候

　
　
　
　
　
　

頓
首

　

廿
九
日
夜

　
　
　
　
　

杉
山
泰
道

　

森
綾
子
様

　
　
　
　

御
許
に

二四、
大
正
八
年
二
月
十
六
日
　
安
雄
宛

 

（
封
筒
有　

巻
紙　

毛
筆
）

　

博
多
千
歳
町
二

　

釘
甚
方

　

渡
辺
安
雄
様

　

粕
屋
郡

　

香
椎
村

　

二
月
十
六
日　
　

杉
山
泰
道
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﹇
消
印　

○
○　

８
・
２
・
２
３
﹈

　
﹇
消
印　

○
岡　

８
・
２
・
２
３
﹈

本
文

　

冠
省

　

御
来
書
難
有

　

拝
被
仕
候
実
は
早

　

速
当
方
よ
り
御
挨

　

拶
申
上
げ
む
と
存
居

　

候
処
過
般
来
上

　

京
中
留
守
居
の

　

者
チ
ブ
ス
に
相
掛
り
《
帰
郷
》

　

最
早
恢
復
期
に

　

入
り
候
へ
共
何
分
手
放

　

し
難
く
何
れ
全
快

　

の
後
御
伺
申
上
る
筈

　

に
にマ
マ

て
失
礼
致
居
候

　

処
貴
方
よ
り
御
来

　

書
重
々
御
詫
申

　

上
候
殊
に
御
叮
嚀

　

な
る
御
言
葉
不

　

堪
慚
愧
不
思
議

　

な
る
御
縁
不
浅

　

奉
存
候
何
れ
拝
眉

　

の
上
万
々
相
尽
し
候

　

べ
く
右
事
情
御

　

諒
恕
の
上
不
悪
御

　

宥
恕
奉
願
候

　

乍
末
筆
御
令

　

閨
様
へ
も
不
悪

　

御
凰
声
被
成
下

　

度
追
而
時
下

　

時
疫
流
行
の
折

　

柄
何
卒
御
自
愛

　

専
一
に
被
遊
度

　

不
堪
万
祈
候

　

先
者
不
取
敢
右

　

御
返
事
旁

　

御
挨
拶
迄
如

　

比
御
座
候

　
　
　
　
　

頓
首

　

二
月

　
　
　

十
六
日

　
　
　
　

杉
山
泰
道

　

渡
辺
安
雄
様

二五、
大
正
八
年
五
月
十
四
日
　
あ
や
宛

 

（
封
筒
有　

巻
紙　

毛
筆
）

　

福
岡
市
西
小
姓
町

　

五　

林
田
様
裏

　

渡
辺
あ
や
様

　

粕
屋
郡
香
椎
村

　

五
月
十
四
日　

杉
山
泰
道

　
﹇
消
印　

○
○　

○
・
５
・
１
７
﹈

本
文

　

拝
呈

　

御
手
紙
拝
見
致
候

　

此
間
は
参
上
仕
り
種
々

　

御
厄
介
に
相
成
り
難
有

　

奉
存
候
近
頃
気

　

分
不
宜
敷
御
趣

　

併
し
そ
れ
は
御
承
知

　

か
知
ら
ね
ど
つ
は
り
と

　

い
ふ
て
目
出
度
き
事

　

の
前
に
は
必
づ
あ
る
も
の
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故
心
配
無
用
に
御

　

座
候
内
の
者
は
嘔
吐

　

は
勿
論
ヒ
ス
テ
リ
ー

　

状
に
な
り
て
家
出
せ
ん

　

と
し
又
は
身
体
中
が

　

抜
け
る
程
だ
る
く
な
り

　

て
物
を
考
へ
る
事

　

が
出
来
な
く
な
り
其

　

他
い
ろ
〳
〵
の
事
が
起

　

り
て
ど
う
し
て
よ
い
や
ら
わ

　

か
ら
な
く
な
る
も
の
に
候

　

併
し
六
ケ
し
き
事
に
は
無

　

之
唯
当
り
前
に
し
て

　

ど
ん
な
事
が
あ
つ
て

　

も
落
ち
つ
い
て
御
飯

　

を
た
べ
て
居
れ
ば
よ
ろ

　

し
く
運
動
せ
ぬ

　

事
と
心
配
す
る
事

　

が
大
毒
故
其
心
が

　

け
肝
要
に
候
殊
に

　

小
供
が
母
胎
に
居
る

　

間
の
母
の
心
が
け
は

　

生
児
の
性
質
の
大

　

本
を
成
す
者
に
候
間

　

其
心
掛
肝
要
に

　

候
書
物
は
其
中
持

　

参
可
致
税
関
の

　

か
へ
り
に
新
聞
社

　

へ
来
ら
れ
て
も
よ
ろ
し
く

　

候
其
中
尋
ね
て
参

　

る
べ
く
御
馳
走
奉

　

願
候
乍
末
筆

　

御
主
人
様
へ
も
よ
ろ
し

　

く
奉
願
候

　
　
　
　
　
　

頓
首

　

五
月

　
　
　

十
四
日

　
　
　
　
　
　
　

杉
山
泰
道

　
《
渡
辺
》
森
あ
や
殿

二六、
大
正
八
年
十
月
二
十
七
日
　
渡
辺
御
夫
婦

宛

 

（
封
筒
有　

巻
紙　

毛
筆
）

　

福
岡
市
西
小
姓
町

　

林
田
方

　

渡
辺
安
雄
殿

　

粕
屋
郡
香
椎

　

村

　
　
　

杉
山
泰
道

　
﹇
消
印　

福
岡
・
香
椎　

８
・
１
０
・
２
７
﹈

本
文

　

冠
省　

　

相
浦
病
院

　

の
院
長
さ
ん
に

　

相
談
致
置
候
間

　

此
手
紙
着
次

　

第
見
せ
て
お
出

　

被
成
度
候
小
生
風

　

邪
漸
く
全
快

　

用
心
申
し
候

　
　
　
　
　

艸
々

　

二
十
七
日

　
　
　
　

杉
山
泰
道

　

渡
辺
御
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　

様
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二七、
大
正
十
四
年
十
二
月
二
十
六
日

　
あ
や
宛

 
（
封
筒
有　

巻
紙　

毛
筆　

書
留
）

　
〔【
破
損
】
門
〕
司
市
大
里
馬
寄

　

草
場

　

森
あ
や
子
殿

　

福
岡
県
粕
屋

　

郡
香
椎
村　

　

杉
山
泰
道

　
﹇
消
印　

香
椎　

１
４
・
１
２
・
２
８
﹈

本
文

　

拝
復

　

愉
快
な
手
紙
が
来
て

　

嬉
し
か
つ
た
ま
だ
一
本

　

立
出
来
ぬ
此
方
が
恥

　

か
し
い
ど
う
ぞ
其
意

　

気
を
う
し
な
は
ず
奮

　

闘
し
て
く
れ
蔭
乍
ら

　

手
を
合
せ
て
拝
ん
で
ゐ
る

　

一
心
の
ほ
か
味
方
無
し

　

今
年
は
忙
が
し
い
の
は

　

忙
が
し
か
つ
た
が
家
内
中

　
〔
幸
に
〕
無
事
で
年
を
越
す

　

と
思
ふ
て
ゐ
た
ら
一
週
間

　

前
か
ら
風
邪
を
引
い
て

　

そ
れ
か
ら
中
耳
炎
に
な

　

つ
て
や
つ
と
全
快
し
て
帰

　

つ
た
ば
か
り
の
と
こ
ろ
だ
も
う

　

今
年
は
働
ら
か
ず
に
静

　

養
し
て
年
を
越
す
積
り

　

だ
其
他
の
連
中
は
又
非

　

常
な
元
気
だ
そ
つ
ち
も

　

子
供
は
大
き
く
な
つ
た
ら
う

　

見
た
い
〳
〵
と
思
ひ
乍
ら
今

　

年
も
暮
れ
る
ま
あ

　

御
機
嫌
よ
く
年
を

　

お
取
り
安
雄
君
へ
も

　

ほ
ん
と
に
御
無
沙
汰
し
て

　

ゐ
る
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

　

別
封
の
為
替
貧
乏

　

兄
で
何
も
出
来
ぬ
か
ら

　

只
気
は
心
の
前
祝
の
印
に

　

送
る
サ
カ
ナ
で
も
買
ふ
て

　

た
べ
て
く
れ

　
　
　
　
　
　
　

頓
首

　

二
十
六
日

　
　
　
　
　
　

杉
山
泰
道

　

森
あ
や
子
殿

順
番
不
詳
書
簡

イ
、
一
月
一
日
　
あ
や
宛
（
葉
書　

毛
筆
）

　

福
岡
県
築
上
郡

　

福
間

　

森
あ
や
子
殿

　
﹇
消
印　

切
取
﹈

本
文

　
〔【
切
取
】
恭
〕
賀
新
禧

　
　

一
月
一
日

　
　
　
　

杉
山
泰
道

ロ
、
安
雄
宛
（
封
筒
有　

巻
紙　

毛
筆
）
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福
岡
市
西
小
姓

　
【
切
取
】
坂
本
ウ
ラ

　

渡
辺
安
雄
様

　

粕
屋
郡
香

　

椎
村

　

杉
山
泰
道

　
﹇
消
印　

切
取
﹈

本
文

　

拝
啓

　

此
間
か
ら
は
度
々
の
御

　

出
に
失
礼
ば
か
り
致
し

　

申
訳
無
之
実
に

　

息
も
つ
か
れ
ぬ
忙
か
し

　

さ
其
代
り
病
後
の
衰

　

弱
も
近
頃
は
何
処
へ
や

　

ら
不
幸
中
の
幸
に
候

　

順
一
君
日
に
増
し
御
成

　

長
の
事
と
相
察
小
生

　

方
の
も
同
時
に
節
句

　

を
迎
へ
可
申
折
ふ
し

　

の
快
晴
御
同
伴
御

　

来
遊
奉
待
候
御
来

　

書
拝
披
御
申
越
の

　

事
共
委
細
承
知
仕
候

　

但
何
な
ら
ば
貴
方
よ
り

　

直
接
に
東
京
へ
御

　

問
合
せ
被
成
候
て
も
よ
ろ

　

し
く
候
併
し
本
日
貴
殿

　

の
手
紙
同
封
に
て
東
京

　

へ
郵
書
出
し
置
候
間

　

不
日
返
事
参
る
事

　

と
愚
考
仕
候
御
令

　

閨
へ
よ
ろ
し
く
御
凰
声

　

被
遊
度
殿
先
は
不
取
敢

　

右
御
返
事
迄
如

　

此
御
座
候

　
　
　
　
　

泰
道

　

渡
辺
安
雄
様

ハ
、
安
雄
宛
？
（
封
筒
無　

巻
紙
【
破
損
】　

毛
筆
）

本
文
途
中
か
ら

　

○
○
○
〔
よ
く
〳
〵
考
〕

　

え
る
と
実
に
不
思

　

議
な
あ
り
が
た
い
様

　

な
心
細
い
様
な
可

　

笑
し
い
様
な
も
の
に
候

　

ま
あ
〳
〵
お
互
ひ

　

に
懲
役
に
行
か
ず
に

　

生
き
て
居
て
時
々

　

顔
を
見
て
笑
つ
て
居

　

り
度
く
候

　

綾
殿
の
育
児
法
と

　

小
生
の
育
児
法
と
は

　

正
反
対
に
候
男
の

　

子
に
候
へ
ば
も
つ
と
雨

　

風
に
当
て
ゝ
お
き
た
ひ

　

な
さ
し
る
べ
く
そ
れ
で

　

死
ぬ
や
う
な
ら
《
生
き
て
も
》
役
に

　

立
た
ぬ
子
に
候
兵

　

隊
に
行
く
ま
て
は
吾

　

か
も
の
と
思
ひ
た
ま

　

ふ
な
女
親
の
愛
は

　

よ
く
子
を
害
ふ
も
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の
に
候

　
　
　
　
　
　
　

頓
着

　
　
　
　
　
　
　

泰
道

　

森
兄

　
　
〔
御
〕
机
下


